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さ
る
５
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、

「
和
人（
日
本
人
）と
ア
イ
ヌ
差
別
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
金
沢
真
宗
学
院
指
導
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
髙
桒
敬
和
学
院
長

を
は
じ
め
指
導
ら
12
名
が
参
加
し
た
。

　

13
日
に
は
、「
北
海
道
博
物
館
」
を
見

学
し
、
副
館
長
の
小
川
正
人
氏
か
ら
は

展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し
て
い

た
だ
く
中
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
近
代
を

学
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
か
ら
の
視

点
、
北
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
視
点
を
踏
ま

え
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
指
摘
さ

れ
た
上
で
、
北
東
ア
ジ
ア
の
中
の
北
海

道
、
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
歴
史
、
道
民
の
な
り
た
ち
の
多

様
性
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
っ
た
。

　

14
日
は
、
午
前
中 

に 
 

ぶ 

た
に

二
風
谷
コ
タ
ン

（
村
）
を
訪
ね
、「
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化

博
物
館
」
や
工
房
、
周
辺
施
設
を
散
策

し
た
。
そ
の
後
、
ア
イ
ヌ
民
族
で
、
二
風

谷
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
貝
澤
耕
一

氏
か
ら
、
現
代
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の

暮
ら
し
や
ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
の
自

分
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
思
い
を
聞
い
た
。

　

昼
食
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
料
理
研
究
家

の
貝
澤
美
和
子
氏
に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
伝

統
料
理
」
を
食
材
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
頂
い
た
。

　

午
後
は
、「
イ
オ
ル
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
」
で
、
平
取
ア
イ
ヌ
協
会
会
長
の

木
村
英
彦
氏
か
ら
、
か
つ
て
も
と
も
と

こ
の
地
域

に
住
む
人

た
ち
と
日

本
人
（
和

人
）
と
の

関
わ
り
の

中
で
、
差
別
を
受
け
た
と
い
う
お
話
を

聞
い
た
。

　

３
日
目
の
15
日
に
は
、
白
老
町
の
国

立
「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）

を
訪
ね
、
ア
イ
ヌ
の 

ぶ 

よ
う

舞
踊
を
観
賞
し
、

ゲ
ー
ム
感
覚
の
狩
猟
体
験
な
ど
を
通

し
て
文
化
・
言
語
に
広
く
触
れ
た
。

　

「
ア
イ
ヌ
」と
い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
き
た
偏
見
や
差
別
の
歴
史

を
学
ぶ
と
い
う
よ
り
も
、
人
と
自
然
を

愛
し
、大
地
の
め
ぐ
み
に
感
謝
し
、共
に

生
き
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
豊
か

な
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
３
日

間
の
今
回
の
研
修
で
あ
っ
た
。

坂
本
　
学（
金
沢
真
宗
学
院
指
導
）

　

６
月
21
日
、
七
尾
市
に
あ
る
能
登
教

務
所
（
済
美
精
舎
）
に
お
い
て
「
第
53
回

教
区
同
朋
大
会
並
び
に
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
・
奥
能
登
豪
雨
物
故
者
追

弔
法
会
」（
能
登
教
区
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
法
要
は
大
谷
暢
裕
門
首
の
御
親
修

に
よ
り
厳
修
さ
れ
た
。
能
登
教
区
と
金

沢
教
区
の
改
編
を
３
年
後
に
控
え
る

中
、
金
沢
教
区
か
ら
は
教
区
会
参
事
会

員
、
教
区
門
徒
会
常
任
委
員
等
が
団
体

参
拝
し
た
。

　

勤
行
で
は
『
佛
説
阿
弥
陀
経
』
の
後
、

「
正
信
偈
」
を
同
朋
唱
和
に
て
お
勤
め

し
、
会
場
を
満
た
し
た
約
３
０
０
名
の

声
が
堂
内
に
響
き
渡
っ
た
。
真
宗
の
教

え
が
深
く
根
づ
い
た
こ
の
地
に
お
い

て
、
そ
の
「 

ど 

と
く

土
徳
」
の
深
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

　

勤
行
の
後
に
は
、
穴
水
町
の
門
徒
に

よ
る
感
話
が
あ
り
、
続
い
て
木
越
渉
宗

務
総
長
の
法
話
が
あ
っ
た
。
宗
務
総
長

は
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
地
元

へ
の
思
い
を
交
え
つ
つ
、「
隣
の
念
仏

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

取
り
戻
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
大
会
・
追
弔
法
会
は
、
当
日
の

趣
旨
文
に
記
さ
れ
た
「
つ
な
が
り
の
再

生
こ
そ
が
過
疎
を
超
え
て
い
く
一
つ

の
道
」
、
そ
の
歩
み
を
確
か
め
る
大
切

な
場
と
な
っ
た
。
震
災
か
ら
１
年
半
と

い
う
節
目
に
あ
た
り
、
３
年
後
の
教
区

改
編
の
折
に
は
、
石
川
県
全
体
に
お
け

る
真
宗
復
興
を
め
ざ
し
、
能
登
・
金
沢

両
教
区
が
と
も
に
納
得
の
い
く
か
た

ち
で
新
た
な
歩
み
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
願
う
。

能
登
教
区
「
第
53
回
同
朋
大
会
」

－

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
・

奥
能
登
豪
雨
物
故
者
追
弔
法
会－

日
時　

９
月
18
日（
木
）
午
後
２
時
～
５
時

場
所　

金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

講
師　

金
石　

潤
導 

氏

　
　
　

（
北
海
道
教
区
・

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

講
題　
「
な
ぜ
、
若
者
教
化
な
の
か
？

‐
今
、
わ
た
し
か
ら
始
ま
る
‐
」

【
日
程
】

14

:

00　

開
会

14

:

20　

講
義（
60
分
）

15

:

40　

班
別
座
談
会
（
50
分
）

16

:

30　

座
談
会
発
表
・
質
疑
応
答
・
ま
と
め

17

:

00　

閉
会

　

教
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
児
童
教
化
に

偏
り
、
18
～
35
歳
の
若
者
世
代
へ
の
教

化
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
悩
み
を
抱
え
る
若

者
が
新
興
宗
教
に
惹
か
れ
る
な
か
、
伝

統
仏
教
は
十
分
に
寄
り
添
え
て
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た

今
こ
そ
、
仏
法
に
立
ち
返
り
、
隣
に
い
る

若
者
と
共
に
聞
法
の
場
を
築
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

「
一
人
の
若
者
と
共
に
聞
法
の
座
に

つ
く
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
教
化
を
、
と
も

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

主
催
　
真
宗
同
朋
会
推
進
会
議

金
沢
教
区 

同
朋
総
会 

ご
案
内

3

金
沢
真
宗
学
院 
指
導
研
修
会 

開
催

　

北
海
道
・
ア
イ
ヌ
民
族
の

歴
史
と
文
化
を
学
ぶ

二風谷アイヌ文化博物館周辺での記念写真二風谷アイヌ文化博物館周辺での記念写真

昼食として用意していただいた
「アイヌ伝統料理」

昼食として用意していただいた
「アイヌ伝統料理」

法要の様子法要の様子

刺繍が施された
アイヌ民族に伝わる衣服
刺繍が施された

アイヌ民族に伝わる衣服


